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在していることが，最近分かってきた。精子を保護す
る SVS2 は，バクテリアも保護してしまうのではな
いかとの発想のもと大腸菌への影響を調べたとこ
ろ，精嚢分泌物は大腸菌の数を減少させるという全く
逆の結果を得た。元の仮説とは逆転したが，体内受精
における感染症の予防として精嚢に抗菌物質が存在す
ることは非常にリーズナブルであると考えられる。こ
の抗菌物質はまだ同定に至っていないが，SVS2 欠損
マウス，SVS25 欠損マウスの精嚢において，より多
く検出されたことから，遺伝子改変マウスにおいて逆
に発現が強くなっている分子であることが推測され
る。今後，精嚢中の抗菌物質を同定すると同時に，メ
ス体内への影響や精嚢のがん化しにくい性質との関連
も調べていきたいと考えている。
生体制御学研究室は2015年に発足したばかりであ
り，研究室を立ち上げることに翻弄され，思い描く理
想の研究はまだ行えていない。しかし毎年多くの学生
が研究室の配属を希望してくれる状況を考えると，や
はり受精や生殖といったキーワードは多くの人を魅了
するテーマであることが再認識できる。研究室では，
学生の豊かな発想力や常識にとらわれない思考を大切
にすることで，これまで専門家の常識では解明できて
こなかった受精研究を大きく発展させていきたいと考
えている。そのためには，学生の自主性を重んじ，自
由な思考を否定しない教育が必要になると考えている
のだが…，その正しい方法とはどういうものなのか，
まだまだ模索の日々は続きそうである。
